


１ 前時までの学習を振り返る。

既習を想起させ，二つの場面の対比関係や宮沢賢治の生い立ちなどに着目させ，課題提
示に繋げる。

みんなの教育技術 https://kyoiku.sho.jp/94713/



２ 宮沢賢治が作品に「やまなし」という題名を付けた理由を考える。

Swayを活用し，宮沢賢治が作品に「やまなし」という題名を
付けた理由を，「やまなし」や「イーハトーヴの夢」を基に考え，
理由を明らかにして文章にまとめる。

「やまなし」という題名を付け
た理由を考え， Swayを活用
してまとめる。



３ 友達と考えを共有し合い，自分の考えを広げる。

SharePointを活用し，VR展示会場で友達と考え共有し合う。

Swayの埋め込みコード
（児童が描いたイラストをサムネイルとしています。）



３ 友達と考えを共有し合い，自分の考えを広げる。

Formsを活用し，友達の考えに対して，共感した自分の考えを伝える。

右のフォームにアクセス
し，友達に共感したこと
を伝える。



４ 全体で共有し，考えを深める。

友達からのフィードバックを基に，自分の考えをさらに深める。

Power Automateを
活用し，Teams内の指
定したチャネルに自動
的に投稿されるようフ
ローを構成する。



５ 本時の学習を振り返る。

友達の考えや自分の考えを基に学習のまとめを行い，次時へと繋げる。


